
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止「きずな」アクション 

仙台市立幸町中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

                 

「ボール回しチャレンジ」 

チャレンジ活動を通して、集団としての肯定感や一体感を高める 

（ こどもたちの声 ） 

・みんなで協力して参加できて、楽しかった。 
また、相手に届くように考えてボールを投げることができたので思い
やる気持ちもお互いにより深まったと思った。 

・いじめ防止きずなアクションをしたことで友達に攻めることがあん
まりなくなって、逆に誰かが失敗してもその失敗した人に「大丈夫。
もう一度やればできる（チャンス）」などと言える人が増えた。 

・実際にみんなでやってみて、誰ひとり責めることなく楽しく活動がで
きた。今後の生活でも、失敗を責めることなく、笑顔でいっぱいの学
校生活を送っていきたいと感じた。 

授業の最後はみん
なで「いいね！」
をして笑顔で終え
ました。 

５人～６人のグループを作
り、ボール回しチャレンジを
しました。 

最後はクラス全員でボール
回しにチャレンジしました。 

失敗したら「チャーンス！」 
（失敗は次へのチャンスの意） 
成功したら「いいね！」 
とみんなで声を掛け合い、前向きにチ
ャレンジする雰囲気を作りました。 

 


